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計 算機 科学 実 験 に よ る少 人 数 情 報 教 育

木 村 宏 ＼ 大 西 荘 一’
、浅 山 泰 祐

t

、榊 原 道 夫
餉

澤 見英男＼ 仁 木 滉   柳 貴久 男
拿、山 本 英 r．’

　情 報教育 に お け る コ ン ピ ュ
ータの 利 用に 関 す る 能力 （以後、コ ン ピ ュ

ー
タ

・
ア ビ リ テ ィ

ーと 記 す）の 育成 の

た め に は コ ン ピ ュ
ータ の 操 作 を 伴 う実習形 式 が 必 須 で あ ろ うと考 え る 。 我 々 は コ ン ピ ュ

ータ ・
ア ビ リ テ ィ

ーは

単な る操 作 の 能 力 だ け で は な く、コ ン ピ ュ
ータ で 何 が で き る か 、す な わ ち コ ン ピ ュ

ータ 自身 の 能 力 を も 理 解 す

る こ と で あ る と、定義 した。そ の 主 旨で 広範囲 な 課 題 の 計算機実験を設 け て い る。さ ら に 教育効果を上げ る こ

と を目的 に 、 本実験 は 20 名程 度の 小 グ ル
ープ で 行 っ て い る 。 今回実験課題 の 内容 と 教育効果 に つ い て 報告す

る。

〈 キー
ワ
ー ド〉 少 人 数情報教育、計算機実験、コ ン ピ ュ

ー
タ ・ア ビ リテ ィ

ー、コ ン ピ ュ
ー

タ ・1丿 テ ラ シ
ー

ユ．は じめ に

　本 報 告 の 計算 機 実 験 は 導人 教 育 が 終 r した 2 年 後

期 か ら 3 年 前 期 に 開 認 さ れ 、比 較 的 専 門 性 の 高 い コ

ン ピ ュ
ータ 利 用 に 関 す る 能 力 の 育 成 を 目的 と して い

る 。コ ン ピ ュ
ー

タ ・リ テ ラ シ
ー

と 言 う 言 葉 が あ る が 、

こ れ は 素 養を意味 し
〔 ：）

、と ち ら か と 言 う と 初歩的 な

能 力 と 解釈 さ れ る 。従 っ て 、比 較 的専 門 性 の 高 い コ

ン ピ ュ
ー

タ 利 用 に 関 す る 能 力 を 、こ こ で は コ ン ピ ュ

ータ ・
ア ビ リテ ィ

ーと 称 す る こ と に す る。コ ン ピ ュ

ータ は 広 範 囲 で 複 雑 な 処 理 を す る機 械 で あ るが 故 に

要 求 さ れ る ア ビ ワテ ィ
ーも 極 め て 多 様 で あ る c 筆 者

ら は 下 記 の 項 目 に ポ イ ン トを 置 い た 。

（1 ） 基 本 的 能 力 と し て 、

　　 ・最 後 ま で や り遂 げ る 責 任 感 　 ・問 題 解 決 力

　 　 ・
文 章 力 　 ・創 造 性

（2 ＞ コ ン ピ ュ
ー

タ 利 用 能 力 と し て

　 　 ・操 作 能 力 　 ・ソ フ ト ウ エ ア 作 成 能 力 　 ・OS の

　 　 　 知 識

（3 ） コ ン ピ ュ
ータ応 用 能 力 と し て

　 　 ・数 値 計 算 　 ・
シ ミ ュ レ

ーシ ョ ン

　 　 ・画 橡 処 理

こ れ ら は 、 100 名 近 い 大 入 数 講 義 科 目 の み で は 到

底 教 育出来 る もの で は な く、少 人 数 制 の 計 算 機 科 学

実 験 を 導 入 した ．今 回、本 実 験 内 容 と 実 験 後 の 受 講

生 に 対 す る ア ン ケ ート調 査 結 果 を 報 告 す る。

2 ．少 人数教育 の 実施状 況

　 本 科 目 は 2 年 次 生 後 期 と 3 年 次 生 前 期 の 必 須 科 目

と して 闘 講 して い る。情 報 系教 員 6 名 が 担当 し、各

半期 に 3 課 題、計 6 課 題を こ な す 。 受講 生 は 約 12

0 名 で 、そ れ を 1 グ ル
ープ 約 20 名 、 6 グ ル ープ に

分 け る。各 グル
ープ は 課 題 毎 に 、 担 当教 員 1 名 と テ

ィ
ーチ ン グ ・ア シ ス タ ン ト （TA） の 大 学 院 学 生 1 名

の 指導を受 け る 。 時間数 は 1 課 題 当 た り週 3 時間 で

4 週 、計 12 時 間 で あ る。そ の 内 マ シ ン 操 作 時 間 9

時 間 、レ ポート作 成 時 間 3 時 間 を 標 準 と す る一＝各 課

題 の 終 了 毎 に レ ポ ー
トを提出す る が 、か な り の ボ リ

ュ
ーム に な っ て い る ．実 際 、マ シ ン の 操 作 時 間、 レ

ポート作 成 時 間 は 設 定 さ れ て い る 実 験 時 間 数 で は 不

足 で あ り、そ の た め セ キ ュ リ テ ィ
ー・

シ ス テ ム の 管

理 の 下 、実 験 室 は 学 生 に 対 し 24 時 間 オ ープ ン し便

宜 を は か っ て い る 。 ま た 、課 題 毎 に 約 20 ペ ー
ジ か

ら 50 ペ ージ 程 度 の 実 験 指 示 書 を 受 講 生 に 配 布 し て

い る。

3 ．実 験 課 題 の 概 要

課 題 1　 L
’
NIX 入 門

　 実 験 環 境 ： DEC　 StatiQn 　sOOO、　vt382 　端 末

　 内 容 ： しMx を 初 め て 使 う受 講生 の た め の 実 験 で あ

　 　 る e 基 本 的 な コ マ ン ド （皿 ail を 含 む ） の 使 い 方、

　 　 vi の 使 い 方 、フ ァ イ ル の 取 り扱 い 、パ イ プ や リ

　　ダ イ レ ク シ ョ ン 、C シ ェ ル の 機 能 、正 規 表 現 や g

　　 rep 、　 sed 、　 a 蝋 の 使 い 方 に つ い て の 実 習 を 行 う。

　　課 題 と し て C 　シ ェ ル 、 sed 、
　 awk ス ク リ プ ト フ

　 　 ァ イ ル の 作 成 を 課 す。

課 題 2　 ソ フ ト ウ エ ア 開 発 入 門

　 実 験 環 境 ； IBM　 PSIV、．NetTare シ ス テ ム

　 　 　 CASし シ ミ ュ レ ータ、エ デ ィ タMIFES

　 内 容 ； 担 当 教 員 か ら 嘆 昧 な 要 求 仕 様 が 口 頭 で 与 え

　 　 られ る。受 講 生 は 、そ れ を 元 に 詳 細 仕 様 書 作 成 、

　　 プ ロ グ ラ ム 設 計 、コ
ーデ ィ ン グ、デ バ ッ グ、テ

　　 ス トを 行 う。ソ フ トウ エ ア 開 発 の
一連 の 手 順 を

　 　 体 験 す る。創 造 的 な 課 題 で あ る e プ ロ グ ラ ム 言

　　語 は CASLを使 用 す る 。 レ ポ ー
ト 内容 は 、 要求 仕

　　様、詳 細 仕 様、プ ロ グ ラ ム の ラ フ
・

フ ロ
ー、デ

　　ータ 説 明 、感想 、ソ
ース ・プ ロ グ ラ ム ・リス ト、

　 　 で あ る。

課 題 3　 数 値 解 法 入 門

　 実 験 環 境 ： DEO3000 ／600　 AXP ワ
ーク ス テ

ーシ ョ ン

　　VT382ec 字 ターミ ナ ル 、　OpenVMS 、　 DEC　FeRTRAN
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　 内 容 ： 具 体 的 な プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 習 を 通 じて ア ル

　　ゴ リ ズ ム の 有 効 性 の 検 証 法 を 学 ば せ る 。 題 材 と

　　 して 連 立 一次 方 程 式 の 反 復 法 の う ち ヤ コ ビ 法 、

　　 ガ ウ ス ・ザ イ デ ル 反 復 法 、お よ び 加 速 パ ラ メ ー

　　 タ を 用 い る SOR法 を 取 り 上 げ、実際 に FORTR 窟 に

　　 よ る プ ロ グ ラ ミ ン グ を 行 い 、各 ア ル ゴ リ ズ ム の

　　性 質 を 比 較 さ せ る 。 レ ボ ートで は 考察 の 記 述 に

　　 関 し て 、特 に 厳 し く指 導す る。
課 題 4 　 シ ミュレ ーシ ョ ン 入 門

　 寞 験 環 境 　： Endeavor 　AT −6000．　MS　DOS 　6．2〆Ψ．

　　MS　胃indo貿 s 　3．1．TATCOM 　FORTRAN77 ．冨apleV

　 内 容 ： コ ン ピ ュ
ー

タ ・シ ミ ュ レーシ ョ ン の 有 効 性

　　を 理 解 させ る た め に 、確 串 統 計 学 の 講 義 で 掌 習

　　 した 中心 極 限 定 理 の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン に よ る 検

　　証 実験 を 行 う。疑 似 乱 数を用 い て 硬貨投げ を シ

　　 ミ ュ レ
ー

ト し、表 の 出 た 回数を記録 した デ
ー

タ

　　 フ ァ イ ル を作成す る FORTRAN プ ロ グ ラ ム を bOS環

　　境 下 で 作 成 し実行 さ せ る 。 こ の フ ァ イ ル を Vind

　　 o 曽 s 環 境 下 で 動 作 す る lap！eV を用 い て 取 り込 ん で

　　加 工 し、結 果の ヒ ス トグ ラ ム 表 示 を行 わ せ る ，
課 題 5　 文 章 処 理 入 門

　 実 験 環 境　；　］BN　PS／V，　LBP−B406S，　PC　bOS　6．3／V，

　　 NetVare ，　Nifes．ASCll 日 本 語 TEX ，　LATEX

　内容 ： 卒 業 論 文 や レ ポ ー
ト作 成 の 標 準 手 法 と して

　　活 用 さ せ る こ と を 目 的 と し、日 本 語 しATEXを 取 り

　　 上 げ る。短 期 間 で 修 得 さ せ る た め 、メ ニ
ュ
ー方

　　 式 の 操 作 環 境 を 用 意 し、しATEX コ マ ン ドの 習 熱 に

　　 集 中 出 来 る よ う工 夫 し て い る。LATEX 文 書 構 成 規

　　則 の ガ イ ダ ン ス の 後、ソ
ー

ス ・フ ァ イ ル を 参 照

　　 し た 日 本 晤 サ ン プ ル 文 書 の 作 成 、article ス タ イ

　　 ル に 従 っ た 標 準 的 な 掌 会 発 表 用 の 英 文 予 稿 原 稿

　　 の 作 成 、図 や 表 な どの 特 殊 槻 能 を 使 用 し た 文 書

　　作 成 を 実 施 して い る。

課 題 6 　 画 像 処 理 入 門

　実験 環 境　： PS390 （E＆S＞，DEC301 〔｝／60DS　AXP

　内容 1 画 像 デ ータ を表示す る プ ロ グ ラ ム を 作 成 し、

　　 3 原 色 に 対 応 す る 数 値 デ ータ の 加 工 を 通 して 、

　　 自 然 画 像 の 取 り扱 い の 基本概念を理 解 す ろ。 3

　　次 元 幾何 デ ータ や 、こ れ を グ ラ フ ィ ッ ク エ ン ジ

　　 ン と 閲 連付 け る ネ ッ トワ
ーク プ ロ グ ラ ム を作 成

　　 す る 。こ れ ら の 実験を通 して 、図 形 の 表 現 方 法

　　及 び 座 標 変 換 に つ い て 理 解 す る 。 直交座標表示

　　 と 円 筒座標 表 示 に よ る色 表 現 に っ い て も 、併 せ

　 　 て 理 解 す る。

4 ．　 教 育効果

　 教 育 効 果 の 計 測 の た め に 、受 講 生 に 対 し グ ル
ープ

毎 に 、無 記 名 の ア ン ケ ー ト調 査 を 行 っ た 。
ア ン ケ ー

トの 項 目 は 各 課 題 毎 に 、  マ シ ン 操 作 時 間 　  レ ポ

ート作 成 時 聞 　  レポ ート枚 数 　  修 得 （訓 錬 ） 出

来 た ア ビ リ テ ィ
ー　   感 想 一言 、の 5 項 目で あ る ．

　 表 1 は   、  の 集 計結 果 で あ る 。

4 ．1 実 験 時聞

　 受 講 生 の 各 課 題 に お け る 実 験 時 間 は マ シ ン 操 作 時

間 と レ ポ ー ト作 成 時 間 の 合 計 で あ る。表 1 よ り 正 規

の 実 験 時 間 で あ る 12 時 間 を は る か に 越 え て い る 。

受講生 に と っ て 、
い か に ハードで あ る か が 分 か る。

マ シ ン 操作時間 と レ Pt　一 卜作成時間を比較す る と 、

レ Pt　一 ト作 成 時 間 の 方 が 多 い 傾 向 が あ る。 こ れ 信 、

各 担 当 教 員 が 厳 密 に レ ポ ートを チ ェ ッ ク して い る 表

れ で あ る と 思 わ れ る。少 人 数 劉 の 効 果 で あ ろ う。

4 ．2 レ ポ ー
ト枚数

　課 題 及 び 受 講 者 に よ り、バ ラ ツ キ は 大 き い 。各 課

題 毎 に 最 低 紀 述 内 容 は 規 程 さ れ て い る が、 こ の 差 は

受 講 者 の 熱 意 の 差 の 表 れ で あ る 。大 体 10 〜30 枚

程 度 で あ る が、中 に は 50 枚 を 越 え る も の も あ る 、．

4 ．3 修 得 （訓 練 ） で き た ア ビ リ テ ィ
ー

　 1g 項 目 か ら 選 択 回 答 （複 数 可 〉 さ せ た。各 課 題

毎 に 主 な ア ビ リ テ ィ
ーが あ る が 、回 答 は

一
様 で は な

く、受 講 生 の 意 識 が 異 な る こ と が 分 か っ た 。

5 ．今 後 の 課 題

　 こ の 実 験 科 目 は 開 始 以 来 、既 に R 年 閣 の 実 施 経 験

を 有 す るが 、2 度 に わ た る 改 訂 を 経 て 当 学 科 の 最 重

点 科 目 と 位 置 付 け られ る ま で に な っ た 。体 験 に よ る

コ ン ピ ュ
ータ ・

ア ビ リテ ィ
ーの 育 成 、学 生 と 教 員 の

縁 密 な コ ミ ュ
ニ ケ ーシ ョ ン 、等 の 望 ま し い 効 果 を 発

揮 して い る。今 後 と も 環 境 の 急 速 な 変 化 に 敏 速 に 対

処 しっ っ 、本 科 目 を 継 承 す る こ と が 確 鐚 さ れ て い る 。

今 後 の 検討課題 は、  マ ル チ メ デ ィ ア 、イ ン タ
ーネ

ッ ト、VindQvs プ ロ グ ラ ミ ン グ、4GL 、新 し い ソ フ ト

ウ エ ァ 設 計パ ラ ダ イ ム 等時代 に 即 した 内容の 導入

  バ ラ ツ キ の あ る 受 講 生 の 指 導 法 　   よ り 正 確 な 教

育効 果 の 評 価 法 　等 で あ る。
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